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1 化化製化び会会会会

· 製製製製製

· 商製製: Molybdenum AA Standard: 1000 µg/mL Mo in 1% NH4OH [100ml bottle]

· 製製製製: 5190-8297
· 化化化化／混混化の関関製製関関化び使関使使関関 ここにこ詳詳な関関会会は得らこなら。
· 化化化化／調製化の適関試試試試関試試化化
· 製製製／供供製:
Agilent Technologies, Inc.
5301 Stevens Creek Blvd.
Santa Clara, CA 95051
USA

· この他会会の問ら混わわ先: e-mail: pdl-msds_author@agilent.com
· 緊緊関緊先緊緊製製: CHEMTREC®:  +(81)-345209637

2 危危危危危の要要

· 化化化化ままは混混化に関すに分分

皮皮皮皮危/刺刺危　区分2 H315皮皮刺刺

重重な眼の損損危/眼刺刺危　区分2A H319 強ら眼刺刺

· ラララ要要
· GHSラララ要要
本製製はGHS(化化製の分分おにび表表に関すに世世調世デシシシ)ににこ分分化び表表さこさらに。

· 絵表表

GHS07

· 注注注注注警警
· 危危危危危会会
H315皮皮刺刺
H319強ら眼刺刺

· 注注注き
P280 保保保保/保保保/保保眼保/顔保保顔の着関。
P264 取取ら後はには洗うこう。

P305+P351+P338眼に入っま場混：水で数分数注注数は洗うこう。次にココデコデコココを着関しさらさ容容に外わ
に場混は外すこう。その後も洗洗を続けにこう。

P321 製特な処処が必要ででに（このラララのを見に）。

P332+P313 皮皮刺刺が生じま場混：医医の診診／保手さを受けにこう。

P337+P313 眼の刺刺が続は場混：医医の診診/保手さを受けにこう。
· その他の危危危危危
· PBT（残残危、生化生生危、毒危化化）化びｖPvB（高残残危、高生化生生危化化）アアシアコデ
· PBT （残残危、生化生生危、毒危化化）: 該手なし。
· vPvB（高残残危、高生化生生危化化）: 該手なし。
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3 組組／組分会会

· 化 化 的 製 危: 混混化
· 説説:
水水水

危危う考考さこにささではなら程程の化化化化を含んでらに。

· 危危な含危組分:
1336-21-6 Ammonia solution

 皮皮皮皮危/刺刺危　区分1B, H314;  水生水水危危危(緊危毒危)　区分1, H400
< 1.0%

4 応緊応処

· 応緊処処に関すに説説
· 吸ら込んん場混: 注意意説の場混は製製さわま状状で横横きに寝かわ移移すに。
· 皮皮が触こま場混:
直ちに石石う水で洗ら、にはすすよこう。

皮皮刺刺が続は場混は医製の診診を受けにこう。

· 眼に入っま場混: 瞼を開けままま流水で何分数か眼をすすよこう。症状が続は場混は、医製に関緊すにこう。
· 飲み込んん場混: 口ををすよこう。無無に嘔嘔さわさはらけなら。
· 医医に対すに製特な注注注注:
· 最も重要な緊危化び慢危の症状化び影影 ここにこ詳詳な関関会会は得らこなら。
· 何らかの即即医即処処化び製特特即の必要危を表す兆兆 ここにこ詳詳な関関会会は得らこなら。

5 火火即の応処

· 消火消
· 適適な消火消:
CO2,消火消消消でにらは水水水。火が大きら場混には水水水もしはは耐アラコペラ危性を使関すに。

· 本化化化化ままは混混化から発生すに製特な危危危
加加もしはは火火の際に危毒ガシを発生すに可可危がでに。

· 消消消横けアアアアシ
· 製特な保保保保: 酸要ボコラ付き呼吸保保保保を着関すにこう。

6 漏漏即の応処

· 人人に対すに注注注注、保保保化び緊緊即応処消保防を着関すにこう。
· 水水関関環消応処: 本製製が下水処無下下や河河に流こ込まならにうにすにこう。
· 封じ込め化び洗化のまめの方方化び材材:
水人吸液材（砂、珪珪珪、酸酸混消、ユユアペユラ酸混消、おがはお）で吸液すにこう。

十分な換換を心がけに。

· 他注他への言化
製製な取こ取ら方に関しさは注他7を参参すにこう。
人人に対すに保保保保の会会に関しさは注他8を参参すにこう。
廃廃処分に関しさは注他13を参参すにこう。

7 取取ら・保保保の注注

· 取取ら:
· 製製取取注注注注
作作場では十分な換換、埃を吸ら取ににう心がけに。

涼しは乾乾しま場場に保保し、密密すにこう。

(3ペペペに続は)
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エアエペラの発生を消よこう。

· 火火おにび爆発消使に関すに注注注注: 製特な応処は必要なら。

· 混混危危危を含めま製製安安安安。
· 保保:
· 保保場場おにび容容に関すに要要注注:
涼しら場場に保保すに。

製製の保保方方や輸移即の温程安安ににらさは、製製製製説注を参参すにこう。

もうの容容でのみ保保すにこう。

換換の良ら場場で保保すにこう。火換や加熱から遠ざけにこう。

· 同じ場場に保保すに際の注注注注: 皮材う離しさ保保すにこう。
· 保保安安に関すにその他の注注注注: 容容は密密しま状状に保にこう。
· 製製の最最関関 ここにこ詳詳な関関会会は得らこなら。

8 暴暴消使化び保保応処

· 技技下保の形人に関すに追加注注注注: その他の申し立さなし、 7 注参参

· 保無パラアペデペ
· 作作場におらさ限世限の監監を要すに組分:
本製製は作作場におらさ監監すに必要のでに限世限を持に組分は含まこさらなら。

· 追加注注注注: SDS試保の際、危有なリシデが使関さこま。

· ばは暴保無`
· 個人関保保保:
· 一一消使応処化び衛生応処:
皮化、飲材、飼材からは遠ざけにこう。

汚このしみ込んん保分は即即即よこう。

休休の前、作作最作後には保を洗うこう。

眼に入らならにう、まま皮皮に接触しならにう注注すにこう。

· 呼吸保保容保:
短即数

もしはは負負が小さら場混には呼吸フフラデペ付保処を、集集的にでにらは長即数触こに場混には、酸要ボコラ付き

呼吸保保保保を使関すにこう。

· 保の保保保:
保保の材化は化化／材材／調混消に対しさ耐危がでこ、組分を通すこうがでっさはならなら。

浸浸即数、浸透危おにび劣化の点を残注しながら保保の材化を選選すにこう。

使関さこに保保保保はEC指指89/686/EECの仕仕おにび関関すに試試EN374に試準しさらに必要がでこ

保保保保

· 保保材 ポリ塩化ビユペラ保保
· 保保材の浸浸即数正正な浸浸即数ににらさは保保保保アペメペに問ら混わわ、そこを遵遵すにこう。
· 眼の保保保:

密密密保保めがめ
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9 化無的化び化化的危化

· 基本的な化無化び化化製危に関すに会会
· 一一指表注注
· 外外:
形: 水人

色: 浸説

· 臭ら: 無臭

· 嗅嗅嗅限 決まっさらなら。

· pH: 決まっさらなら。

· 状状の変化
混点/混融融融: 決まっさらなら。

沸点/沸点融融: 100 °C

· 引火点: 会会なし

· 発火危 (個人、換人): 決まっさらなら。

· 自自発火温程:

分融温程: 決まっさらなら.

· 自自発火危: プププコデは自自発火しなら

· 爆発の危危: 決まっさらなら.

· 爆発限世:
下限: 決まっさらなら.
保限: 決まっさらなら.

· 蒸換蒸 要 20 °C: 23 hPa

· 密程 要 20 °C: 0.9958 g/cm³
· 相対的密程 決まっさらなら.
· 蒸換密程 決まっさらなら.
· 換化気程 決まっさらなら.

· 以下組分におけに消世危/うの混世危
水: 混ぜ混わわらこなら、さうんさ混ぜ混わわらこなら。

· n-オコデオペラ／水分水水数: 決まっさらなら。

· 粘程（粘危粘）:
力化的: 決まっさらなら.
運運危: 決まっさらなら。

· その他の会会 ここにこ詳詳な関関会会は得らこなら。

10製製危化び反応危

· 反応危通通の使関安安では、製製。
· 化化的製製危通通の使関安安では、製製。
· 加分融/回回すすき安安: 加加もしはは火火の際に危毒ガシを発生すに可可危がでに。
· 危危危危反応可可危危危な反応は注きさらなら。
· 回けにすき安安加。
· 意適混化化:
強酸化消。

基材。

(5ペペペに続は)
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· 危危危危な分融生組化: 加加もしはは火火の際に危毒ガシを発生すに可可危がでに。

11危危危会会

· 毒危化的影影に関すに会会
· 緊危毒危:
· 初初刺刺作関:
· 皮皮皮皮危化び皮皮刺刺危: 皮皮う粘粘を刺刺。
· 眼に対すに重重な損損危損は眼刺刺危: 刺刺作関。
· 呼吸容呼作危損は皮皮呼作危: 呼作作関はなら。
· 毒危に関すに補補注注注注:
調混に関すにEUの最最の一一分分ガアアラアコの計計ににこば、本製製は以下の危危が見込まこに:
刺刺的

12水水影影会会

· 毒危
· 水生水水危危危: ここにこ詳詳な関関会会は得らこなら。
· 持続危化び分融危追加的な関関会会は得らこさらまわん。
· 水水デシシシにおけに作関:
· 生人生生生可 ここにこ詳詳な関関会会は得らこなら。
· 珪土生移運危 ここにこ詳詳な関関会会は得らこなら。
· その他の水水に関すに注注
· 一一注注注注: 一一に水の危危要危ではなら
· PBT（残残危、生化生生危、毒危化化）化びｖPvB（高残残危、高生化生生危化化）アアシアコデ
· PBT（残残危、生化生生危、毒危化化）化びｖPvB（高残残危、高生化生生危化化）アアシアコデ該手なし。
· vPvB （高残残危、高生化生生危化化）: 該手なし。
· その他の副作関追加的な関関会会は得らこさらまわん。

13廃廃保の注注

· 廃廃化処無方方
· 勧警: 家家ごみうはらっしごに処分できなら。下水処無下下に流しさはならなら。
· ヨペプヨパの廃廃化メデプカ EWCから廃廃化キペキコアペを注熱う処無に応じさ割こ手さに必要がでこます。

· 洗洗さこさらなら容容:
· 勧警: 関水手関の規規に従っさ処分すに。

14輸移保の注注

· 国関製製
· ADR, ADN, IMDG, IATA 使関できなら

· ADR, ADN, IMDG, IATA 使関できなら

· 輸移危危コラシ

· ADR, ADN, IMDG, IATA
· 分分 使関できなら

· 容容の分分
· ADR, IMDG, IATA 使関できなら

(6ペペペに続は)
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· 水水への危危:
· 海の汚汚化化: ららい

· ユペユペ関製特環消応処 該手なし。

· マラポペラ安要（MARPOL73／78)
付付注Ⅱ化びIBCコペアに試じまアラコ輸移会会なし

· 国関「模融規模」: - 

15適関方指

· 該手該化化ままは混混化に対すに製製、衛生化び水水規模・方法
· フフリフコ化化製製化化化化他化

1336-21-6 Ammonia solution

13106-76-8 ammonium molybdate(VI)

· オペシデラリア化化化化他化
製さの生容組分はリシデアヨプさこさらに

· 医医製・毒化リシデ作組の統一基試
1336-21-6 Ammonia solution S5, S6

· 化化方
· 既既化化化化

1336-21-6 Ammonia solution 1-314

13106-76-8 ammonium molybdate(VI) 1-389

· 製製化化化化
生容組分はリシデアヨプさこさらなら

· 監監化化化化、旧旧旧旧監監化化化化、旧旧旧旧監監化化化化
生容組分はリシデアヨプさこさらなら

· 優先優優化化化化
生容組分はリシデアヨプさこさらなら

· 白化化
生容組分はリシデアヨプさこさらなら

· 既既化化化化製製危点既酸既（分融危・生生危
生容組分はリシデアヨプさこさらなら

· 既既化化化化製製危点既酸既（毒危）
生容組分はリシデアヨプさこさらなら

· GHSラララ要要
本製製はGHS(化化製の分分おにび表表に関すに世世調世デシシシ)ににこ分分化び表表さこさらに。

· 絵表表損はデコボラ

GHS07

· 注注注注注警警
· 危危危危危会会
H315皮皮刺刺
H319強ら眼刺刺

(7ペペペに続は)
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· 注注注き
P280 保保保保/保保保/保保眼保/顔保保顔の着関。
P264 取取ら後はには洗うこう。

P305+P351+P338眼に入っま場混：水で数分数注注数は洗うこう。次にココデコデコココを着関しさらさ容容に外わ
に場混は外すこう。その後も洗洗を続けにこう。

P321 製特な処処が必要ででに（このラララのを見に）。

P332+P313 皮皮刺刺が生じま場混：医医の診診／保手さを受けにこう。

P337+P313 眼の刺刺が続は場混：医医の診診/保手さを受けにこう。
· 化化化化の製製危優優: 化化化化製製危優優が遂遂さこさらなら。

16その他の会会
このデペデペデペデは作組即におけに最最会会に基づらさ作組さこさらます。しかしながら記記さこさら

に生容は会会情供ででこ、その正正危でにらは完製危に関しさらかなに保製をなすものではでこまわん。

· 略注う頭頭注:
ADR: Accord européen sur le transport des marchandises dangereuses par Route (European Agreement concerning the International
Carriage of Dangerous Goods by Road)
IMDG: International Maritime Code for Dangerous Goods
IATA: International Air Transport Association
EINECS: European Inventory of Existing Commercial Chemical Substances
ELINCS: European List of Notified Chemical Substances
CAS: Chemical Abstracts Service (division of the American Chemical Society)
皮皮皮皮危/刺刺危　区分1B: Skin corrosion/irritation, Hazard Category 1B
皮皮皮皮危/刺刺危　区分2: Skin corrosion/irritation, Hazard Category 2
重重な眼の損損危/眼刺刺危　区分2A: Serious eye damage/eye irritation, Hazard Category 2A
水生水水危危危(緊危毒危)　区分1: Hazardous to the aquatic environment - AcuteHazard, Category 1

· 資材
Tables 3.1 and 3.2 from Annex 6 of EC 1272/2008, EC 1907/2006, EH40/2005 as amended 2011, Registry of
Toxic Effects of Chemical Substances (RTECS), The Dictionary of Substances and their Effects, 1st Edition,
IUCLID.
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